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総

務

委

員

会

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
４
件

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
秩
父
市
立
西
小
学
校
Ｂ
棟
大
規
模
改

造
工
事

○
秩
父
市
立
影
森
小
学
校
校
舎
大
規
模

改
造
工
事

問　

入
札
結
果
の
落
札
が
３
社
の
共
同

企
業
体
で
92
％
な
い
し
93
％
で
落
札
さ

れ
て
い
る
理
由
は
。

答　

大
き
な
事
業
は
、
地
元
企
業
に
よ

る
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
地
元
企
業

に
発
注
し
た
い
と
の
市
の
方
針
が
あ
り
、

単
体
で
行
う
に
は
大
規
模
で
あ
り
、
Ｊ

Ｖ
と
し
て
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
落

札
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
を
行
い
、
そ

れ
に
か
か
る
諸
経
費
分
を
分
割
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
率
を
掛
け
、
最
低
制
限
価
格

を
設
け
て
い
る
。
こ
の
工
事
の
予
定
価

格
は
税
込
み
で
２
億
２
３
０
２
万
円
、

最
低
制
限
価
格
は
1
億
９
６
６
２
万
５

５
３
６
円
、
最
低
制
限
の
比
率
は
８
８
．

１
６
％
。
請
負
金
額
２
億
８
５
３
万
円
、

予
定
価
格
に
対
す
る
落
札
率
は
９
３
．

５
％
と
予
定
価
格
、
最
低
制
限
価
格
の

範
囲
内
で
あ
り
、
妥
当
な
価
格
で
落
札

し
た
と
思
う
。

問　

市
内
の
業
者
を
下
請
け
に
使
う
等
、

監
督
監
視
し
て
い
る
か
。

答　
入
札
の
際
に
、
下
請
要
件
も
市
内
業

者
限
定
の
制
限
付
で
広
告
を
出
し
て
い
る
。

各各常常任任委委員員会会のの報報告告

問　

資
金
計
画
に
つ
い
て
は
。

答　

安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金

が
西
小
学
校
で
６
９
０
０
万
円
、
影
森

小
学
校
が
８
０
０
０
万
円
。
合
併
特
例

債
が
西
小
学
校
で
１
億
５
４
５
０
万
円
、

影
森
小
学
校
で
２
億
３
０
０
０
万
円
で

あ
る
。

問　

こ
れ
か
ら
の
学
校
改
修
計
画
は

答　

平
成
24
年
度
は
、
南
小
学
校
体
育

館
改
築
、
太
田
小
学
校
校
舎
補
強
、
吉

田
小
学
校
体
育
館
補
強
。
25
年
度
は
、

久
那
小
学
校
体
育
館
改
築
、
影
森
小
学

校
体
育
館
改
築
、
荒
川
中
学
校
校
舎
補

強
。
26
年
度
は
、
太
田
小
学
校
体
育
館

改
築
、
吉
田
小
学
校
校
舎
補
強
、
大
滝

小
学
校
校
舎
・
体
育
館
改
築
。
尾
田
蒔

小
学
校
校
舎
・
体
育
館
改
築
は
、
26
年

度
ま
で
に
終
了
す
る
。

○
以
上
２
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
秩
父
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑
損
控
除
等
の
特
例
）

問　

秩
父
市
は
罹り

災さ
い

証
明
が
出
せ
る
か
。

答　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
方
を

対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
３
月
31
日
現

在
で
秩
父
市
民
の
方
の
家
屋
や
屋
根
が

崩
れ
た
、
壁
が
崩
れ
た
等
の
被
害
が
あ

れ
ば
、
秩
父
市
に
お
い
て
被
災
者
証
明

が
発
行
で
き
る
が
、
被
災
地
か
ら
避
難

さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
地
元
自

治
体
で
出
し
て
も
ら
う
。

◆
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
度

秩
父
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・
第
１
回

所
管
費
目
）

○
以
上
２
件
は
承
認

建

設

委

員

会

　

６
月
定
例
会
で
建
設
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
１
件
、
専
決
処
分
さ
れ
た

補
正
予
算
の
所
管
費
目
に
つ
い
て
、
報

告
す
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）
所

管
費
目
（
専
決
処
分
）

『
大
滝
幹
線
４
号
線
改
築
事
業
』

問　
「
岩
（
が
ん
）
が
出
て
掘
削
が
必

要
に
な
っ
た
」
と
い
う
現
場
の
状
況
は
。

答　
「
滑
り
」
が
発
生
し
、間け

ん

知ち

ブ
ロ
ッ

ク
に
ヒ
ビ
が
入
り
、
こ
れ
を
止
め
る
た

め
に
掘
削
を
始
め
た
。
機
械
が
使
え
な

い
現
場
の
た
め
、
作
業
員
が
掘
削
機
を

使
っ
て
の
工
事
と
な
っ
た
。

問　
「
岩
」
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

答　

表
面
は
ほ
と
ん
ど
石
灰
岩
。
奥
に

は
粘
板
岩
、
途
中
は
き
め
細
か
く
硬
い

岩
が
入
っ
て
い
る
。

問　

工
期
は
。

答　

平
成
22
年
12
月
３
日
に
契
約
、
平

成
23
年
５
月
31
日
の
工
期
。
５
月
10
日

に
完
成
し
、
完
成
検
査
は
５
月
19
日
で

あ
り
、
既
に
完
成
し
て
い
る
。

問　

年
度
内
で
完
成
で
き
た
の
で
は
。

答　

平
成
23
年
度
の
発
注
予
定
が
、
昨

年
９
月
の
補
正
予
算
で
工
事
費
が
認
め

ら
れ
、
平
成
22
年
12
月
発
注
と
な
り
、

当
初
予
定
よ
り
は
早
く
な
っ
た
。
工
事

費
に
は
「
過
疎
債
」
が
充
当
さ
れ
た
。

※　

当
事
業
の
現
場
写
真
を
含
め
た
現

地
資
料
が
回
覧
さ
れ
、「
大
滝
地
域
は

危
険
な
現
場
が
多
く
不
測
の
事
態
が
起

こ
り
得
る
の
で
、
安
全
を
期
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

○
承
認

大滝幹線４号線改築事業完成 岩掘削作業の様子
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生
活
産
業
委
員
会

　

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
２

件
と
請
願
１
件
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

◆
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
秩
父
市
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
21
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）

○
承
認

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
戸
別
合
併
処
理

浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
回
）

問　

増
額
補
正
の
内
容
は
。

答　

単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取

り
式
便
槽
の
撤
去
補
助
は
、
県
の
補
助

制
度
で
も
あ
り
、
２
月
定
例
会
で
制
度

の
改
正
を
行
っ
た
た
め
。
補
助
額
は
６

万
円
か
ら
10
万
円
に
、
補
助
率
も
３
分

の
１
か
ら
１
０
０
％
に
な
っ
た
。
ま
た
、

配
管
工
事
費
の
補
助
が
新
設
さ
れ
、
補

助
率
も
１
０
０
％
に
な
っ
た
た
め
、
80

基
分
を
新
た
に
予
算
計
上
し
た
。

問　

本
年
度
の
目
標
基
数
は
。

答　

新
設
と
転
換
を
含
め
た
１
６
０
基

を
計
画
し
て
い
る
。

○
原
案
の
と
お
り
可
決

〈
請
願
〉

◆
秩
父
市
が
「
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
反
対
都
市
宣
言
」
を
す
る
こ
と

を
求
め
る
請
願

※　

請
願
の
趣
旨
は
賛
同
で
き
る
が
、

現
在
、
懸
垂
幕
撤
去
仮
処
分
命
令
申
立

事
件
を
、
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
す
る
最

中
で
あ
る
。
懸
垂
幕
撤
去
仮
処
分
命
令

申
立
事
件
が
、
あ
る
程
度
の
結
論
が
で

る
ま
で
は
、
継
続
審
査
と
す
る
べ
き
で

あ
る
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

※　

吉
田
地
域
で
産
廃
処
分
場
建
設
の

問
題
が
起
き
て
い
る
。
住
民
の
意
向
も

明
ら
か
に
さ
れ
、
建
設
反
対
と
し
て
の

大
き
な
運
動
に
な
っ
て
い
る
。
建
設
反

対
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
採
択
す
る
べ
き
で
あ
る
、

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

○
挙
手
多
数
に
よ
り
継
続
審
査

文
教
福
祉
委
員
会

　

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
２

件
（
専
決
処
分
）
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

◆
秩
父
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
専
決
処
分
）

問　

国
保
税
の
不
均
一
課
税
に
つ
い
て
、

今
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

答　

平
成
17
年
の
合
併
時
に
国
保
税
に

つ
い
て
は
、
旧
市
町
村
ご
と
の
税
率
を

適
用
す
る
こ
と
、
合
併
後
５
年
以
内
に

新
市
の
税
率
に
統
一
す
る
こ
と
で
協
定

が
結
ば
れ
た
た
め
、
本
条
例
の
他
に
今

回
廃
止
に
な
る
特
例
条
例
が
定
め
ら
れ
、

本
条
例
の
税
率
は
旧
秩
父
市
の
税
率
が

適
用
と
な
っ
た
。
平
成
18
年
10
月
に
秩

父
市
国
保
運
営
協
議
会
か
ら
市
長
あ
て

に
、
平
成
19
、
20
年
度
の
２
年
間
で
税

率
を
統
一
す
る
こ
と
、
と
答
申
が
な
さ

れ
た
が
、
当
時
の
市
長
の
判
断
に
よ
り

統
一
化
を
行
わ
な
か
っ
た
。

　

平
成
21
年
10
月
ご
ろ
に
市
議
会
議
員

か
ら
、
一
気
に
税
率
を
統
一
す
る
の
は

負
担
が
増
え
す
ぎ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、

秩
父
市
国
保
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

平
成
22
、
23
年
度
で
段
階
的
に
税
率
を

統
一
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
。
平
成

22
年
12
月
議
会
で
、
特
例
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
改
正
が
議
決
さ
れ
、
平
成
23

年
度
か
ら
統
一
の
税
率
に
な
っ
た
。

◆
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
・

第
５
回
（
専
決
処
分
）
所
管
費
目

問　

子
宮
頚
が
ん
予
防
接
種
事
業
の
補

正
額
の
内
訳
は
。

答　

予
防
接
種
の
予
約
券
を
持
っ
て
い

る
人
が
１
５
７
人
、
１
人
あ
た
り
３
回

接
種
な
の
で
全
部
で
４
７
１
回
分
で
あ

り
、
平
成
22
年
度
中
に
１
回
接
種
し
、

残
り
２
回
接
種
す
る
人
は
19
人
な
の
で

38
回
、
残
り
１
回
接
種
す
る
人
は
７
人

な
の
で
７
回
、
よ
っ
て
、
合
計
す
る
と
、

今
後
、
接
種
が
必
要
な
回
数
は
５
１
６

回
に
な
る
。
１
回
あ
た
り
７
千
円
の
補

助
な
の
で
、
今
後
、
必
要
な
補
助
額
は
、

３
６
１
万
２
千
円
に
な
る
。
そ
の
内
の

１
９
９
万
１
千
円
は
、
す
で
に
繰
越
明

許
費
に
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
を
引

い
た
金
額
が
、
今
回
の
補
正
額
の
１
６

２
万
１
千
円
に
な
る
。

○
以
上
２
件
は
承
認

●市議会を傍聴してみませんか●
９月定例会の予定

日　　　　　程 議　　　　　事
８月30日㈫ 開会、　議案説明
９月２日㈮ 議案に対する質疑
　　５日㈪、６日㈫、８日㈭ 一般質問
　　９日㈮、12日㈪、13日㈫ 委員会
　　15日㈭ 委員長報告、　採決、　閉会
※　議場は、吉田総合支所の３階です。
※　日程は、定例会初日に正式に決定されるため、都合により変更になる
　　場合もありますので、傍聴の際は議会事務局へお問い合わせください。
※　委員会の傍聴は、事前に許可が必要です。

各日、午前10時開会予定

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

  

録
画
中
継

録
画
中
継

　

平
成
23
年
６
月
定
例
会
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
の

録
画
中
継
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
の
初
日
（
議
案
説
明

等
）、
議
案
に
対
す
る
質
疑
、
一

般
質
問
、
本
会
議
の
最
終
日
（
採

決
等
）の
映
像
を
、秩
父
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
は
、「
秩
父
市
議
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」
と
検
索

し
て
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

議
会
の
組
織
・
運
営
等
に
か
か
る
調

査
、
研
究
と
し
て
４
月
28
日
・
５
月
26

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
以
下
の
項
目

を
協
議
し
た
。

【
議
長
か
ら
の
諮
問
】

　

 「
議
案
に
対
す
る
質
疑
通
告
制
」
に

つ
い
て

　

大
震
災
に
よ
る
職
場
の
配
置
換
え
等

に
よ
る
混
乱
が
収
束
し
き
れ
て
い
な
い

状
況
、
本
会
議
場
の
移
動
も
含
め
て
、

６
月
議
会
に
つ
い
て
は
、
通
告
制
を
実

施
す
る
が
、
９
月
議
会
以
降
は
、
改
め

て
協
議
す
る
。

　

申
合
せ
事
項
と
し
て
、

　

○
即
決
議
案
を
除
く

　

○ 

質
疑
通
告
の
届
出
は
、
議
会
運
営

委
員
会
開
催
日
の
翌
々
日
か
ら

　

○ 

質
疑
通
告
の
締
め
切
り
は
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
２
日
目
の
正
午
ま
で

　

○ 

質
疑
の
順
序
は
、
議
長
一
任

　

○ 

通
告
者
以
外
は
、
質
疑
で
き
な
い

　

 「
一
般
質
問
ヒ
ア
リ
ン
グ
会
場
の
変

更
」
に
つ
い
て

　

市
議
会
が
、
吉
田
総
合
支
所
へ
移
転

し
た
こ
と
を
考
慮
し
、
６
月
議
会
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
歴
史
文
化
伝

承
館
で
行
う
こ
と
と
し
、
９
月
議
会
以

降
は
、
改
め
て
協
議
す
る
。

　

 「
一
般
質
問
に
お
け
る
対
面
質
問
」

に
つ
い
て

　

一
般
質
問
は
、
当
局
に
対
し
て
質
問

す
る
の
で
、
１
回
目
か
ら
質
問
席
で
行

う
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
と
の
こ

と
か
ら
協
議
し
た
が
、
傍
聴
者
に
対
し

て
訴
え
る
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
と
同

様
に
１
回
目
は
、
登
壇
し
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
当
局
に
お
い
て
は
、

１
回
目
の
答
弁
は
登
壇
し
、
２
回
目
以

降
の
答
弁
は
自
席
に
て
行
う
。
議
案
質

疑
に
お
い
て
も
同
様
と
し
、
６
月
議
会

か
ら
実
施
し
た
。
し
か
し
、
音
響
設
備

の
不
具
合
か
ら
一
般
質
問
２
日
目
か
ら

は
、
従
来
通
り
す
べ
て
登
壇
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

【
一
般
質
問
補
助
者
に
つ
い
て
】

　

６
月
議
会
か
ら
当
分
の
間
、「
一
般

質
問
の
際
に
補
助
者
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
」
こ
と
を
試
行
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
、
確
認
さ
れ
た
。

【
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
】

　

特
別
委
員
会
委
員
の
意
思
統
一
を
図

る
た
め
、
全
国
で
初
め
て
、
議
会
の
新

し
い
ル
ー
ル
の
基
本
条
例
を
定
め
た

「
北
海
道
栗
山
町
議
会
議
長
の
橋
場
利

勝
氏
」
の
講
演
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た
。

　

次
回
か
ら
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

向
け「
議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て
」

を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
市
役

所
本
庁
舎
及
び
市
民
会
館
建
替
え
に
か

か
る
調
査
、
研
究
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

去
る
３
月
11
日
に
突
如
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
秩
父
市
役
所
本

庁
舎
及
び
市
民
会
館
が
被
災
し
た
。
特

に
、
市
役
所
本
庁
舎
は
、
窓
ガ
ラ
ス
85

枚
が
破
損
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
柱
、
梁
、
壁
に
多
数
の
ヒ
ビ
割
れ
が

生
じ
、
翌
12
日
に
行
っ
た
建
物
の
「
応

急
危
険
度
判
定
調
査
」
で
は
、
市
役
所

本
庁
舎
、
市
民
会
館
と
も
に
要
注
意
建

物
と
診
断
さ
れ
た
。
安
全
性
を
考
慮
し
、

一
般
市
民
の
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
た
。

　

３
月
17
日
の
委
員
会
で
は
、
市
長
よ

り「（
仮
称
）ふ
る
さ
と
学
習
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
は
、
中
止
ま
た
は
無
期
延
期
の

方
向
で
考
え
て
お
り
、
市
役
所
本
庁
舎

建
設
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
町
会
長
連
絡
協
議
会
、

各
種
団
体
等
か
ら
の
委
員
や
、
市
民
か

ら
の
公
募
に
よ
る
委
員
か
ら
な
る
「
秩

父
市
役
所
本
庁
舎
等
市
民
会
議
」
を
開

催
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
市
長
の
発
言
を
受

け
、
５
月
６
日
、
26
日
、
６
月
10
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
震
災
前
と
大
き
く

方
向
転
換
を
し
た
「
学
習
セ
ン
タ
ー
」

建
設
の
中
止
ま
た
は
無
期
延
期
に
伴
う

本
庁
舎
の
建
替
え
計
画
、
旧
秩
父
セ
メ

ン
ト
第
一
工
場
跡
地
の
活
用
と
埋
設
物

の
取
扱
い
、
今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
調
査
・
確
認
を
行
っ
た
。

「
ふ
る
さ
と
学
習
セ
ン
タ
ー
準
備
室
」

か
ら
「
本
庁
舎
建
替
え
準
備
室
」
に
担

当
課
も
変
わ
り
、
３
月
末
に
解
散
し
た

「
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
懇
話
会
」
に
替

わ
る
「
市
民
会
議
」
が
７
月
上
旬
に
設

立
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
組
織
・
名

称
変
更
等
が
流
動
的
で
、
当
局
と
し
て

も
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
、

当
委
員
会
が
方
向
性
を
示
す
の
も
い
か

が
な
も
の
か
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

今
後
、当
委
員
会
で
は
「
市
民
会
議
」
や
、

市
長
を
本
部
長
と
し
た
「
建
設
推
進
本

部
」
に
対
し
て
、
市
役
所
本
庁
舎
建
設

等
、
具
体
案
の
早
期
提
出
を
依
頼
し
、

今
後
、
協
議
し
て
い
く
。

特 別 委 員 会 報 告特 別 委 員 会 報 告

市
役
所
本
庁
舎
及
び

市
民
会
館
建
替
え

調
査
特
別
委
員
会

市民会館現地調査の様子

議
会
用
語
解
説

●
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
は

　

市
当
局
が
、
一
般
質
問
の
趣
旨
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
、
事
前
に
、
議
員
に
質

問
の
趣
旨
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
進
行
お
よ
び
、
一
般
質
問

に
対
し
て
適
切
な
答
弁
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
秩
父
市
議
会
で
は
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。


